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期限内に提出していない場合:-50点
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（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価

⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

②研修、学会等又は学会誌等において発表

③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加

⑤職員の人事評価制度

　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

／２００点

利用者の知識・
能力向上

130

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

15

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイン
ターネット等により公表している

○ 10

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計（注2）

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　

40

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

○
　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

40

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満

住　所 千葉県佐倉市鏑木町2-7-17　2F 管理者名 加藤　玲子

電話番号 043-309-4010 対象年度 令和　5年度

様式２－１

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 株式会社あらた　佐倉事業所 事業所番号 1214200451



前年度（　5　年度）

時間 人 時間

　

前々々年度（　3年度）

円 円 円

前々年度（　　4年度）

円 円 円

円 円 円

前年度（5年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（　年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名一般就労に向けた支援・取組 ※先進的事業者名

　  実施日 3 月 27 日  実施日/ 参加者数 2 月 14 日 1 人

※研修名 SST研修 ※学会誌等名 ※他の事業所名

  研修講師 山本一哉先生  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

  実施日・受講者数 6 月 13 日 7 人  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 展示・即売会2023 人事評価制度の制定日 26 年 5 月 16 日 　を受講している

 主催者名 　　千葉県社会就労センター協議会 人事評価制度の対象職員数 9 名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 7 月 28 日 うち昇給・昇格を行った者 8 名  就業時間

当該人事評価制度の周知方法  職務内容

評価表にて各自自己評価し理事の評価裁定

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

（株）ミナアス・WIBJAPANN（株）

 内様　障がい者の経済的自立を共に実現しよう

　　　前年度　（　5年度）

会計期間（　　4月～　3月）

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

34,015
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

7,928
利用者の１日の平
均労働時間数

4

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

8,319,302
利用者に支払った賃金
総額

38,953,059 収支 ▲30,633,757

44,244

▲28,827,463
生産活動収入から経費
を除いた額

7,139,921
利用者に支払った賃金
総額

35,967,384 収支

生産活動収入から経費
を除いた額

35,447,257
利用者に支払った賃金
総額

35,404,013 収支

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画



     2024年 4月 1日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所  常磐植物植物化学研究所 活動の様子の写真

実施日程  2023/4/6～2024/3/28 成果物の写真

実施した生産活動・施設外就労の概要 活動内容の追加コメント

理容者数 等 ハーブ園での草取り、園内整備
       畑での野菜植え付け、収穫、等

                10 名

＜目的＞
地域連携活動のねらい  地域への貢献

地域にとってのメリット 障害者の理解を深め、雇用
 の場が広がる。

対象者にとってのメリット 社会的経験を積むことで

             就労への意欲がわく

＜成果＞

実施した結果  収穫のうれしさ楽しさの実感

得られた成果  就労に繋がった

課題点     野外の作業に慣れない方も多く、 畑での野菜の植え付け・収穫

        体調管理の周知徹底 佐倉ふるさと広場のチューリップの植え付け

佐倉駅ロータリーの花壇の手入れ  等

連携した結果に対する意見または評価

皆さんのおかげで、仕事が効率よく進められることが出来ました。また、JR佐倉駅花壇の植栽や佐倉チューリップ

フェスタでの植栽等、地域を巻き込んだ活動が出来、とても感謝しています。

今後の連携強化に向けた課題

四季を通して、植物の素晴らしさを肌で感じて欲しい。

土に根差し、水を吸い、光を受けて成⾧し、虫を介して受粉し実が付く。。。

こうした植物の成⾧の過程をより身近に感じられるように、また、より専門的な知識が身につけられるよう

に強化して行きたい。

連携先企業名 株式会社 常磐植物化学研究所 担当者名 増尾栄一

電話番号 043-309-4010 対象年度 令和 5年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

住 所 千葉県佐倉市鏑木町2-7-17 2F 管理者名 加藤 玲子

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社あらた 佐倉事業所 事業所番号 1214200451

様式１



＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所     佐倉事業所 活動の様子の写真

実施日程  R6年3月8日 成果物の写真

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要 活動内容の追加コメント

利用者数 等  ドローンの基礎知識・操作方法を
通して実際に動かしてみる 7名

＜目的＞ 利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

利用者にとってのメリット

ドローン技術で一歩上のビジネス体験をし

就労意欲を高める

＜成果＞
ドローンを使ったサービス事例

実施した結果 など、これからのドローン産業 ドローンの操作方法

得られた成果 について学ぶことが出来、就労 トイドローンの体験

課題点 を考えるうえで仕事の幅が

広がった。

利用者の方にとってドローンの操作は新鮮なものであり、

連携した結果に対する意見または評価 良い意味で刺激的なものであったように見えます。操作は

今後の連携強化に向けた課題 自然と頭使うようになるので、広い意味で効果があると

感じました。ドローンを扱う上で、事故が起きないとは

言えないため、事故防止が課題の一つと感じました。

トイドローンを使い、自分で操作し飛ばしてみた。動かす喜びを体験できた。資格取得にはお金がかかるが
やってみたいと言う、利用者もいた。

利用者からの意見・評価

参加した利用者からの意見・評価
※ ホームページへの公表に当たっては、利用者の個人名は記載せず、個人が特定されない形で記載すること。
 なお、利用者が記入した書類に関しては、事業所で保管すること。

住 所 千葉県佐倉市鏑木町2-7-17 2F 管理者名 加藤 玲子

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 043-309-4010 対象年度 令和 5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） WIBJAPAN株式会社

事業所名 株式会社あらた 佐倉事業所 事業所番号 1214200451

2024年 4月 1日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

様式２


